
日時▶2022年9月11（日） 13：30～17：00

主催／全日本民医連共同組織活動交流全国連絡会
共催／全日本民主医療機関連合会、(株)保健医療研究所

共同組織活動交流集会in山梨
オンラインで交流

共同組織活動交流集会in山梨
オンラインで交流

●全体会
●記念講演

●分科会

第15回 全日本民医連

「貧困・格差による健康問題と共同組織の役割」
9月12日（月） 9：00～12：30
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数
年
前
に
観
た
、

と
あ
る
深
夜
の
Ｔ

Ｖ
番
組
で
「
人
は

四
十
を
過
ぎ
る
と

草
花
を
愛
で
る
よ

う
に
な
る
」
と
言
っ
て
い

た
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
。

▼
若
い
頃
は
植
物
に
全
く

興
味
が
無
か
っ
た
私
。
興

味
の
対
象
が
歳
を
重
ね
て

変
化
。
私
の
プ
ロ
フ
画
像

も
「
花
」
に
変
化
。
今
年

の
コ
ロ
ナ
禍
３
回
目
の
Ｇ

Ｗ
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で

花
や
苗
木
を
買
い
込
み
、

我
が
家
の
庭
を
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
。
最
近
は
妹
ま
で
も

が
草
花
に
興
味
を
持
ち
始

め
、
会
う
と
嬉
し
そ
う
に

蘊
蓄
を
語
る
。
先
日
彼
女

に
「
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
挿
し

木
の
鉢
」
を
貰
う
。
▼
職

場
の
ス
タ
ッ
フ
室
の
壁
面

に
「
ち
ょ
っ
と
一
息
」
と

称
し
た
癒
し
コ
ー
ナ
ー
が

あ
る
。
職
場
に
取
り
巻
く

様
々
な
環
境
を
よ
り
良
い

も
の
に
し
よ
う
と
、
某
ス

タ
ッ
フ
の
試
み
。「
○
○

の
日
」
に
ち
な
ん
だ
画
像

と
、
Ｈ
Ｐ
か
ら
切
り
取
っ

た
川
柳
を
掲
示
し
て
い

る
。
時
々
昼
休
み
に
眺
め

て
は
画
像
に
癒
さ
れ
、
川

柳
に
笑
い
を
頂
い
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
時
々
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
さ
れ
、
過
去
の
も
の

は
い
つ
で
も
閲
覧
で
き
る

よ
う
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
て
い

る
。
何
事
も
継
続
す
る
こ

と
に
頭
が
下
が
る
思
い
で

あ
る
。
某
ス
タ
ッ
フ
本
人

に
は
こ
の
コ
ラ
ム
に
載
せ

る
許
可
は
取
得
済
。
▼
川

柳
の
一
部
を
ご
紹
介
。「
大

事
な
ら
し
ま
う
な
二
度
と

出
て
こ
な
い
」「
お
医
者

様
パ
ソ
コ
ン
見
ず
に
俺
を

み
て
」
出
典
：
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
川
柳
／
シ
ル
バ
ー
川

柳

　
６
月
12
日
、
宮
城
民
医
連

は
第
43
回
定
期
総
会
を
フ
ォ

レ
ス
ト
仙
台
を
メ
イ
ン
会
場

と
し
、
坂
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク

と
古
川
民
主
病
院
に
サ
テ
ラ

イ
ト
会
場
を
設
け
、
代
議
員

１
１
９
名
と
県
連
理
事
、
県

連
職
員
を
あ
わ
せ
て
１
７
３

名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

矢崎とも子副会長

　
矢
崎
と
も
子
県
連
副
会
長

が
「
本
総
会
で
は
第
42
期
の

活
動
を
総
括
し
、
第
43
期
の

新
し
い
方
針
を
つ
く
り
、
そ

の
先
頭
に
立
つ
役
員
を
選
出

し
ま
す
。
県
連
第
７
次
長
期

計
画
案
（
７
次
長
計
案
）
を

提
案
し
、
県
連
全
体
の
討
議

を
呼
び
か
け
ま
す
。」
と
開

会
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

宮沼弘明会長

　
宮
沼
弘
明
会
長
は
、「
激

変
し
て
い
る
情
勢
の
背
景
を

し
っ
か
り
見
る
視
点
と
、
現

状
を
打
開
す
る
に
は
ど
の
よ

う
な
選
択
肢
が
あ
る
の
か
学

習
が
不
可
欠
で
す
。
本
日
の

総
会
が
今
後
の
展
望
を
明
る

く
切
り
開
く
大
き
な
節
目
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」

と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
連
第
43
回
総
会
運
動
方

針
案
を
坂
田
匠
事
務
局
長
が

提
案
。
県
連
７
次
長
計
案
を

坂田匠事務局長

は
、
民
医
連
運
動
、
後
継
者

育
成
、
経
営
改
善
を
一
体
的

に
進
め
る
こ
と
を
基
本
的
に

す
え
る
こ
と
、
今
後
全
職
員

討
議
に
付
し
、
11
月
の
臨
時

総
会
で
の
採
択
を
目
指
す
こ

と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
体
討
論

　
全
体
討
論
で
は
９
名
の
代

議
員
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

下鳥真実代議員

　
長
町
病
院
の
下
鳥
真
実
代

議
員
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、

無
料
低
額
診
療
事
業
に
新
た

に
適
用
と
な
る
人
が
増
え
て

い
る
実
態
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
国
民
健
康
保
険
法
第
44

条
の
適
用
の
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
問
題
も
指
摘
さ
れ
、
制
度

改
善
に
向
け
た
自
治
体
へ
の

働
き
か
け
と
同
時
に
、
困
難

を
抱
え
た
人
に
気
づ
く
た
め

に
も
、
職
員
が
人
権
の
視
点

を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
が
強

調
さ
れ
ま
し
た
。

庄司圭一代議員

　
坂
総
合
病
院
の
庄
司
圭
一

代
議
員
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
反
対
す

る
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ア
ピ

ー
ル
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
、「
戦
争
が
終
わ

る
ま
で
続
け
て
い
く
」
と
の

決
意
も
示
さ
れ
ま
し
た
。
改

憲
を
許
さ
な
い
署
名
で
は
、

訴
え
て
拒
否
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
が
、多
く
の
人
が「
戦
争

は
嫌
だ
」「
憲
法
を
守
り
た

い
」
と
協
力
し
て
く
れ
る
、

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。伊藤佳子代議員

　
坂
総
合
病
院
の
伊
藤
佳
子

代
議
員
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も

と
で
の
看
護
師
退
職
と
関
わ

っ
て
、
職
場
づ
く
り
の
大
切

さ
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
退

職
の
背
景
に
、
ス
ト
レ
ス
や

不
満
を
吐
き
出
せ
な
い
状
況

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
り
や
す
い
、
お
互
い

に
認
め
合
う
職
場
を
つ
く
る

た
め
に
努
力
し
て
い
る
と
の

発
言
で
し
た
。

小玉奈緒美代議員

　
古
川
民
主
病
院
歯
科
の
小

玉
奈
緒
美
代
議
員
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
も
と
で
の
口
腔
崩
壊

の
事
例
を
ま
と
め
た
、
全
日

本
民
医
連『
歯
科
酷
書
第
４

弾
』の
紹
介
が
あ
り
、歯
科
以

外
で
も
積
極
的
に
活
用
し
て

ほ
し
い
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
歯
科
衛
生
士

の
確
保
と
養
成
に
関
し
て
、

養
成
校
が
定
員
割
れ
と
な
っ

て
い
る
実
態
も
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

森亜矢子代議員

　
県
南
医
療
生
協
の
森
亜
矢

子
代
議
員
は
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン「
柚
子
」の
設
立

と
現
在
の
活
動
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
地
域
の

高
齢
化
に
対
応
す
る
と
同
時

に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
た
い
住
民
の
思
い
を
支

え
る
事
業
で
あ
り
、
連
携
の

上
で
も
地
域
の
要
求
に
応
え

て
い
る
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し

た
。

槇文武代議員

　
厚
生
福
祉
会
の
槇
文
武
代

議
員
は
、
宮
城
厚
生
福
祉
会

の
経
営
に
つ
い
て
、
経
営
困

難
を
招
い
た
要
因
と
、
県
連

や
地
協
の
援
助
を
得
な
が
ら

進
め
た
改
善
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

経
営
改
善
と
管
理
運
営
に
関

わ
っ
て「
職
員
の
納
得
と
合

意
を
大
切
に
進
め
る
」
こ
と

の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し

た
。

関口すみれ子代議員

　
泉
病
院
の
関
口
す
み
れ
子

代
議
員
は
、
泉
病
院
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
あ
た
り
、
近
隣

の
病
院
を
訪
問
し
要
求
を
把

握
す
る
こ
と
、
院
内
の
仕
組

み
を
見
直
す
こ
と
を
一
体
で

進
め
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。「
地
域
か
ら
必
要

と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
ど
う

提
供
し
て
い
く
の
か
」
の
視

点
を
大
切
に
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま

し
た
。

吉田美穂代議員

　
看
護
学
生
室
の
吉
田
美
穂

代
議
員
は
、
看
護
学
生
の
生

活
実
態
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
回

答
し
た
学
生
の
２
割
が
困
窮

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
学
生
支
援

を
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
全
日
本
民

医
連
の
取
り
組
み
に
も
学

び
、
実
態
を
発
信
し
行
政
に

働
き
か
け
る
こ
と
が
大
切
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

佐々木隆行代議員

　
宮
城
厚
生
福
祉
会
の
佐
々

木
隆
行
代
議
員
は
、
地
協
の

事
務
幹
部
養
成
学
校
に
参
加

し
た
経
験
に
つ
い
て
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
民
医
連
の
事

務
幹
部
に
は
、「
綱
領
と
方

針
を
実
践
す
る
た
め
の
覚
悟

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
学
ん

だ
」こ
と
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
分
散
会
報
告

　
分
散
会
は
、
メ
イ
ン
会
場

10
、
坂
会
場
６
、
古
川
会
場

２
の
計
18
分
散
会
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
70
分
間
の
分
散

会
討
論
の
後
、
４
つ
の
分
散

会
か
ら
、
土
門
利
佳
理
事
、

田
中
恵
美
理
事
、
阿
部
一
彦

前
理
事
、
大
槻
真
由
美
代
議

員
が
、
討
論
の
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

　
報
告
内
容
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
各
事
業
所
の
取
り
組

み
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
罹
患
し

た
職
員
の
状
況
や
困
難
、
Ｓ

Ｄ
Ｈ
の
取
り
組
み
や
事
例
、

保
険
薬
局
に
お
け
る
無
料
低

額
診
療
の
問
題
、
職
員
の
確

保
と
育
成
、
心
理
的
安
全

性
、
署
名
の
取
り
組
み
、
県

連
機
能
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま

し
た
。
分
散
会
討
論
を
通
し

て
こ
の
間
の
活
動
を
交
流
し

合
い
、
運
動
方
針
案
が
深
め

ら
れ
た
こ
と
が
伝
わ
る
報
告

で
し
た
。

分散会（古川民主病院）サテライト会場（坂総合病院）

メイン会場（フォレストホール）

宮
沼
弘
明

会
長
が
提

案
し
ま
し

た
。

　
７
次
長

計
案
は
２

０
２
２
年

か
ら
２
０

２
８
年
ま

で
の
６
年

間
を
想
定

し
た
計
画

で
す
。
県

連
長
計
の

歴
史
や
６

次
長
計
の

主
要
課
題

と
到
達
点

を
踏
ま

え
、
７
次

長
計
で
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保育園の頼れる
　　“お兄さん･お姉さんチーム”　

宮城厚生協会　萩原　　修

環境問題と私環境問題と私 第   回6

来 賓 挨 拶

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの 7文字をうまく
並べてできる言葉は？　　（作・モロズミ勝）

　

環
境
問
題
に
興
味
を
持
つ

き
っ
か
け
は
、
振
り
返
る
と

高
校
の
時「
複
合
汚
染
」（
有

吉
佐
和
子
著
）
を
新
聞
連
載

で
読
ん
だ
こ
と
で
す
。
農
家

の
両
親
が
農
薬
や
化
学
肥
料

を
散
布
す
る
の
も
そ
れ
を
読

む
前
と
後
で
映
る
景
色
が
変

わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
興
味

と
関
心
の
「
冷
温
停
止
」
も

経
験
し
ま
し
た
。
と
き
ど
き

「
覚
醒
」
さ
せ
て
く
れ
た
の

は
医
師
の
方
々
で
、
80
年
代

は
小
児
科
の
角
田
和
彦
医
師

（
ア
レ
ル
ギ
ー
と
化
学
物
質

汚
染
）、
90
年
代
は
故
彦
坂

直
道
医
師
（
喘
息
と
環
境
問

題
）
と
齋
藤
禎
量
医
師
（
核

兵
器
、
水
）、
２
０
１
０
年

前
後
に
水
俣
病
で
今
田
隆
一

医
師
と
矢
崎
と
も
子
医
師
、

２
０
１
１
年
大
震
災
～
現
在

は
広
瀬
俊
雄
医
師
（
労
働
者

の
健
康
と
環
境
問
題
）
と
水

戸
部
秀
利
医
師
（
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
環
境
問
題
）
で
し
た
。

　

民
医
連
は
「
人
権
」
を
重

視
し
て
い
ま
す
が
、
歴
史
、

言
葉
、
理
屈
で
人
権
を
ち
ゃ

ん
と
考
え
る
き
っ
か
け
を
高

校
生
に
与
え
て
く
れ
た
の
も
、

同
じ
時
期
に
読
ん
だ
「
韓
国

か
ら
の
通
信
」（
Ｔ・Ｋ
生
著
）

で
し
た
。
45
人
の
ク
ラ
ス
で

数
名
、
生
意
気
な
議
論
の
で

き
る
友
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。

日
本
人
説
も
あ
っ
た
著
者
が

韓
国
人
で
、
東
京
で
大
学
に

職
を
世
話
す
る
人
た
ち
も
い

て
、
都
バ
ス
の
最
後
部
席
で

路
線
も
あ
ち
こ
ち
変
え
な
が

ら
編
集
者
に
原
稿
を
渡
し
て

い
た
こ
と
を
、
本
名
で
書
か

れ
た
本
で
知
り
ま
し
た
。
過

去
と
現
在
が
陸
続
き
の
恐
ろ

し
さ
に
ぞ
っ
と
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
読
む
重
要
性
を

教
え
て
く
れ
た
の
は
、古
文
、

漢
文
、
現
代
国
語
を
３
年
間

教
え
て
く
れ
た
熱
血
の
Ｉ
先

生
で
し
た
。
担
任
で
は
な
く

と
も
、「
入
試
に
関
係
な
し

と
捨
て
る
と
後
で
後
悔
…
」

「
21
世
紀
を
40
代
で
迎
え
る

諸
君
は
社
会
の
中
心
的
担
い

手
、
必
ず
役
立
つ
、
必
要
に

な
る
…
」
と
言
わ
れ
た
も
の

で
し
た
。
Ｉ
先
生
は
ご
両
親

が
治
安
維
持
法
で
逮
捕
・
投

獄
の
被
害
者
で
、
お
二
人
か

ら
引
き
継
い
だ
幼
稚
園
を
二

つ
に
増
や
し
て
今
も
息
子
さ

ん
と
園
長
・
理
事
長
で
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
働
い
て
い

ま
す
。

　
「
親
の
意
見
と
冷
酒
は
後

で
効
く
」
そ
う
で
す
が
、
習

っ
た
け
ど
忘
れ
た
こ
と
に
―

理
科
や
社
会
の
初
歩
的
な
概

念
、
数
式
、
単
位
…
―
環
境

問
題
で
は
し
ば
し
ば
遭
遇
し

ま
す
。
そ
し
て
教
え
て
く
れ

た
高
校
の
先
生
方
の
声
と
姿

が
ひ
ょ
い
と
思
い
出
さ
れ
た

り
し
ま
す
。
気
候
危
機
や
思

い
も
よ
ら
な
い
戦
争
が
現
出

す
る
と
、
自
然
も
社
会
も
生

き
る
環
境
は
よ
り
よ
い
も
の

に
変
え
て
い
き
た
い
気
持
ち

が
募
り
ま
す
。

ヨ
コ
の
カ
ギ

１
　
３
と
か
５
と
か

４
　
…
…
ニ
ュ
ー
ス
に
ご
注
意

７
　
定
額
・
食
べ
放
題
で
す
。
近
ご

ろ
は
ス
イ
ー
ツ
が
人
気

８
　
課
…
…
、
血
…
…
、
脱
…
…

９
　
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
や
レ
ッ
サ
ー

10
　
日
本
庭
園
、
池
と
い
え
ば

11
　
右
に
曲
が
り
ま
す

13
　
つ
く
ね
に
似
て
い
ま
す
が
、
手

で
丸
め
ま
せ
ん

15
　
心
の
動
き
や
働
き
。
…
…
一
転

16
　
重
さ
や
容
量
の
単
位
で
す

17
　
喜
ん
で
声
を
上
げ
る
こ
と

19
　
演
芸
場
や
席
と
も
い
い
ま
す

21
　
夏
の
海
水
浴
場
で
は
要
注
意

22
　
運
命
。
…
…
が
尽
き
る

タ
テ
の
カ
ギ

１
　
ネ
コ
に
生
え
て
い
て
も
犬
歯
。

そ
の
別
名
で
す

２
　
海
と
空
の
境
界
線

３
　
雨
が
多
い
季
節
で
す

４
　
海
豚
は
イ
ル
カ 

、
河
豚
は
？

５
　
元
の
ま
ま
。
両
チ
ー
ム
…
…
得

点
な
し

６
　
大
阪
は
…
…
の
街
で
す

９
　
絵
画
を
描
く
時
に
使
い
ま
す

10
　
日
本
が
廃
止
し
た
爵
位
の
一
つ

12
　
１
９
６
０
年
発
売
の
懐
メ
ロ
で

す
。「
…
…
ナ
ポ
リ
」

14
　「
グ
リ
ー
ン
ス
リ
ー
ブ
ス
」
は
イ

ン
グ
ラ
イ
ン
ド
…
…

18
　
世
界
の
二
大
主
要
食
糧
の
一
つ

で
す

20
　
…
…
毛
、
…
…
細
、
…
…
維

氏　　名 職　　種 所属事業所
会　 長 宮 沼 弘 明 医 師 坂総合病院附属北部診療所

副 会 長

冨 山 陽 介 医 師 坂総合病院
舩　山　由有子 医 師 坂総合病院
矢　崎　とも子 医 師 坂総合病院
海 和 隆 樹 事 務 事業協同組合本部
平 賀 秀 法 事 務 厚生協会事務局

事務局長 坂 田　　 匠 事 務 県連事務局

事 務 局
次 長

石 澤　　 旬 事 務 つばさ薬局古川店
大 内　　 誠 事 務 厚生福祉会事務局
小野寺　知　洋 事 務 厚生協会事務局
熊 谷 義 純 事 務 県連事務局
佐 藤 純 生 事 務 古川民主病院
佐 藤　　 望 事 務 県連事務局

常任理事

石　津　ひろえ 看 護 師 泉病院
小 山 茂 樹 事 務 県南医療生協本部
佐 藤 良 治 事 務 松島医療生協本部
鈴　木　留美子 看 護 師 ケアステーションつくし
藤 澤　　 賢 事 務 保健企画本部
吉 田 賢 吾 事 務 坂総合病院

理　　事

相 澤 正 樹 歯 科 事 務 古川民主病院歯科
我 妻 良 子 看 護 師 長町病院
我孫子　義　幸 事 務 仙台錦町診療所
池　本　あゆみ 管理栄養士 坂総合病院
大　槻　真由美 事 務 県連事務局
大 友 貴 幸 薬 剤 師 つばさ薬局多賀城店
大 沼 彰 弘 診療放射線技師 坂総合病院
大 場 真 紀 臨床検査技師 坂総合病院
神 倉　　 功 事 務 県連事務局
木 村 文 正 事 務 古川民主病院
日 下　　 晋 事 務 つばさ薬局多賀城店
佐　藤　知佳子 保 健 師 厚生協会事務局
佐　藤　美津子 看 護 師 坂総合病院
菅 原　　 恵 作業療法士 坂総合病院
関口　すみれ子 医 師 泉病院
高 橋 輝 美 事 務 坂総合クリニック
高　橋　美智子 看 護 師 坂総合病院
田 中 恵 美 看 護 師 古川民主病院
辻　　 友 紀 歯科衛生士 長町病院附属歯科クリニック
土 門 利 佳 医 師 長町病院
永 井 知 枝 看 護 師 厚生協会事務局
東 乃 梨 子 社会福祉士 泉病院
引 地 顕 三 事 務 長町病院
丸 田 礼 子 介護福祉士 厚生福祉会事務局
渡 辺 展 子 事 務 泉病院

会計監査 小 野 泰 明 事 務 厚生福祉会
千 葉 大 志 事 務 つばさ古川店

　
続
い
て
、
坂
田
匠
事
務
局

長
よ
り
、
理
事
会
を
代
表
し

て
討
論
の
ま
と
め
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
も

と
で
職
員
の
人
権
意
識
が
一

層
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

地
域
要
求
に
応
え
る
事
業
展

開
、
経
営
改
善
の
教
訓
、
学

習
を
土
台
に
し
て
運
動
を
進

め
る
こ
と
、
職
員
の
確
保
と

育
成
、
な
ど
、
全
体
会
や
分

散
会
で
の
議
論
を
、
こ
れ
か

ら
の
県
連
の
取
り
組
み
に
生

か
し
て
い
く
こ
と
。同
時
に
、

県
連
７
次
長
計
案
の
討
議
を

事
業
所
や
職
場
で
進
め
る
上

で
、
参
加
さ
れ
た
代
議
員
の

み
な
さ
ん
の
協
力
も
お
願
い

阿南陽二前副会長

　
退
任
役
員
を
代
表
し
て
阿

南
陽
二
前
副
会
長
が
、　「
無

差
別
平
等
の
医
療
と
福
祉
を

目
指
す
民
医
連
の
一
員
と
し

て
人
々
の
健
康
と
福
祉
を
損

　
今
回
の
参
議
院
選
の
宮

城
選
挙
区
に
市
民
と
野
党

が
共
同
し
て
擁
立
し
た
参

議
院
議
員
候
補
者
、
小
畑

き
み
子
氏（
立
憲
民
主
党
）

が
来
賓
と
し
て
挨
拶
を
し

ま
し
た
。
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
仙
台

病
院
で
看
護
師
と
し
て
20

年
勤
務
経
験
の
あ
る
小
畑

氏
は
、「
現
場
の
声
を
し
っ

か
り
と
聞
き
取
っ
て
国
に

届
け
て
い
き
た
い
」
と
力

強
く
訴
え
ま
し
た
。

任
さ
れ
た
責
任
を
感
じ
る
。

民
医
連
は
地
域
と
社
会
か
ら

大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
る
と

こ
の
間
感
じ
て
い
る
が
、
期

待
に
応
え
る
に
は
も
っ
と
成

長
し
て
い
か
な
け
れ
ば
思

う
。
２
年
後
に
県
連
全
体
が

成
長
し
て
総
会
を
迎
え
た

い
。
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
ク
イ
ズ
の
解
答
は
事
業
所
名
、
氏
名
、
職

種
を
記
し
県
連
事
務
局
に
送
っ
て
下
さ
い
。

メ
ー
ル
は
不
可
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
可
。
正
解

者
に
抽
選
で
５
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い

た
し
ま
す
。
余
白
に
日
頃
考
え
て
い
る
事
な

ど
を
書
き
添
え
て
下
さ
い
。「
声
」
の
欄
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

応
募
資
格
＝
臨
時
・
パ
ー
ト
含
む
県
連
職
員
。

締
切
８
月
２
日
当
日
消
印
有
効
。
発
表
８
月

15
日
号
。

　
５
月
15
日
号
答
え
①
左
上
の
排
気
口
の
位

置
。
②
左
端
の
子
の
口
。
③
ま
な
板
の
横
に

あ
る
計
量
カ
ッ
プ
の
水
。
④
真
ん
中
の
子
が

持
つ
生
ク
リ
ー
ム
の
垂
れ
て
い
る
長
さ
。
⑤

箱
の
中
の
ク
ッ
キ
ー
の
数
。
⑥
右
か
ら
２
番

目
の
人
の
三
角
巾
。⑦
右
端
の
子
の
髪
留
め
。

応
募
総
数
件
15
件
。
当
選
者
＝
村
上
さ
く
ら

／
坂
総
合
病
院
、
鈴
木
由
香
里
／
坂
総
合
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
鈴
木
登
和
子
／
ケ
ア
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
な
が
ま
ち
、
藤
原
藍
／
つ
ば
さ
薬
局
多

賀
城
店
、
伊
藤
初
恵
／
田
子
の
ま
ち
。（
敬

称
省
略
）

議案を採択する代議員

分教会（坂総合病院セミナー）

宮城県民主医療機関連合会　第43期理事会

小畑きみ子氏（左）、
宮沼弘明会長（中）、
鎌田さゆり衆院議員（右）

舩山由有子副会長

　
閉
会
に
あ
た
り
、
新
任
の

舩
山
由
有
子
副
会
長
が
「
多

く
の
人
と
顔
を
あ
わ
せ
て
話

し
合
い
、
討
論
で
き
た
こ
と

に
感
謝
し
た
い
。
東
日
本
大

震
災
か
ら
11
年
が
過
ぎ
、
復

興
五
輪
と
い
わ
れ
た
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
終
わ
っ
た
が
、
仕

事
や
健
康
を
取
り
戻
せ
て
い

な
い
人
達
が
い
る
。
健
康
な

人
の
閉
塞
感
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

い
っ
て
い
な
が
ら
も
経
済
格

差
や
貧
困
が
広
が
っ
て
お

り
、
当
た
り
前
の
生
活
が
で

き
る
の
は
い
つ
に
な
る
の

か
。
日
々
、
総
会
方
針
を
地

道
に
実
践
、
ご
く
当
た
り
前

の
幸
せ
な
生
活
に
近
づ
け
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

し
た
い
こ
と
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
議
案
決
議

　
３
つ
の
議
会
が
全

て
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　
選
挙
管
理
委
員
長

よ
り
役
員
選
挙
の
結

果
、
第
43
期
の
理
事

44
名
、
会
計
監
査
員

２
名
が
圧
倒
的
多
数

に
よ
り
承
認
さ
れ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
確

認
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
退
任
役

員
と
新
任
役
員
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

な
う
、
命
を
脅
か

す
政
策
、
と
り
わ

け
戦
争
へ
と
向
か

う
政
策
に
対
抗
し

て
多
く
の
人
達
と

手
を
取
り
合
っ
て

活
動
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
皆
さ

ん
の
活
躍
を
見
守

っ
て
応
援
し
て
い

き
た
い
。」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　
新
役
員
を
代
表

し
て
宮
沼
弘
明
会

長
よ
り
、「
激
動

の
情
勢
の
な
か
、

県
連
の
か
じ
取
り

を
任
さ
れ
重
責
を
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